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情報量基準とは

モデル選択において，モデルの「よさ」を
定量的に評価する指標

情報量基準の種類
lAIC：⾚池情報量基準 ← 今⽇のメイン
lBIC：ベイズ情報量基準
lMDL：最⼩記述⻑
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モデル選択をする理由(1)

•予測精度をあげるため

•たとえば⿂の資源量を予測．．．
• 卵の数・⽔温から予測 → モデルA
• 卵の数・⽔温・猫の体重から予測 → モデルB

実はモデルBのほうが当てはまりがよくなる
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モデル選択をする理由(2)

•先ほどの例で．．．
猫がダイエットしたら漁獲量減るなんて

→説明変数を増やしても予測の精度は下がる

本当に必要な変数を探すための重要な作業
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モデル選択の⽅法論
•検定

Ø「マグレかマグレで無いか」を確率を⽤い
る判断する⽅法

Øマグレだと仮定した際にこの現象が起こる
可能性は5％未満であるときにマグレで無い
と判断する

•AIC
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モデル選択に応⽤(検定)

1. ある変数が⼊っているモデルAと⼊っていない
モデルBで⽐較

2. 差が誤差の範囲内なら変数が少ないBを採択
3. 誤差の範囲内でないのなら変数が多いAを採択
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AICの計算式

𝐴𝐼𝐶 = −2(最⼤対数尤度ーパラメータ数)
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対数尤度
•観測データへの当てはまりの良さの指標

対数尤度をlog 𝐿と表記するとそのlog 𝐿を最⼤
にするパラメータを探す作業が最尤推定法

最尤推定・AICの計算過程は次回の輪講で…
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Rで計算
•モデルAとモデルB,モデルCを⽐較

ü重回帰分析による例

•モデルA
変数x1を使ってyを計算

• モデルB
変数x1,x2を使ってyを計算

• モデルC
変数x1とx2の交互作⽤も考慮してyを計算
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Rで計算
•モデルAとモデルBでAICを計算

モデルBがもっとも良いモデル
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MuMInパッケージ

MuMInパッケージを使うと便利
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まとめ
Øモデル選択の簡単な例を紹介した

ü検定
üAIC

ØRで簡単にAICを計算できる

Ø対数尤度，計算過程は次回
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